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    綾戸トンネル 

 弘化３年（１８４６）に江舟 

和尚が貫通させた隧道は、高さ、 

幅が２尺（０．６㍍）で、文久 

３年（１８６３）には、隧道の 

拡幅が上白井村（渋川市）の後 

藤文右衛門よりはじめられ、元 

治元年（１８６４）に完成しま 

した。 

 写真右上の写真の年代は不明 

ですが、明治１５年（１８８２） 

            から明治３４年（１９０１）の間に

撮られた写真で、隧道の入り口を見

ることができます。（丸の部分） 

             下の写真は現在の綾戸トンネル

で、コンクリートで固められた所

が、明治時代の隧道の入り口です。 

             明治４４年（１９９１）には、渋

川と沼田を結ぶ利根軌道が開通し

大正６年には、馬車から電気機関車

がけん引する電気鉄道となりまし

た。（写真左は綾戸トンネル） 

隧道の入り口と 

 

 
こ
ん
に
ち
は
。
国
有
地
の
「
格
安
」
売
却
疑
惑
の
渦
中
に
あ
る
「
森
友
学
園
」
の
幼
稚
園
で
、
園
児
た

ち
に
教
育
勅
語
を
暗
唱
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
稲
田
防
衛
大
臣
が
国
会
で
「
教

育
勅
語
の
精
神
を
取
り
も
ど
す
べ
き
」
な
ど
と
称
賛
す
る
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

教
育
勅
語
は
、
戦
前
の
教
育
の
基
本
原
理
を
示
す
も
の
と
し
て
１
８
９
０
年
に
明
治
天
皇
の
言
葉
と
し

て
出
さ
れ
、
そ
の
本
質
は
「
一
旦
緩
急
あ
れ
ば
義
勇
公
に
奉
じ
以
て
壌
無
窮
の
皇
運
扶
翼
す
べ
し
」
、
つ

ま
り
「
重
大
事
態
が
あ
れ
ば
天
皇
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
せ
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
前
段
の
親
孝
行
や

兄
弟
仲
良
く
な
ど
の
徳
目
が
す
べ
て
、
天
皇
へ
の
命
が
け
の
中
世
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

教
育
勅
語
は
、
戦
争
へ
の
反
省
か
ら
１
９
４
８
年
に
廃
止
さ
れ
効
力
も
失
い
ま
し
た
が
、
稲
田
防
衛
大

臣
は
、
教
育
勅
語
が
戦
争
へ
の
道
に
つ
な
が
っ
た
か
の
認
識
を
問
わ
れ
、
「
そ
う
い
う

一
面
的
な
考
え
は
し
て
い
な
い
」
と
答
え
、
戦
前
と
同
じ
よ
う
に
国
民
を
戦
争
に
駆
り

立
て
よ
う
と
い
う
あ
ま
り
に
も
危
険
な
考
え
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
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 白沢町芸能祭が１２日、白沢支所で開かれ日ごろの練

習の成果が発表されました。 

 二荒太鼓の演奏で芸能祭ははじまり、舞踊、フラダン

ス、ハーモニカ演奏、民

謡、大正琴の演奏、だん

べい踊りなどが披露され

ました。 

               平出歌舞伎と生枝の獅

子舞も上演され、大きな

拍手が送られました。 

 ２月１５日から３月９日まで「愛称決定総選挙」とし

て、５つの名称からグリーンベル２１の新しい名称を選

ぶ市民投票で２，０１２票を獲得した「ＴＥＲＡＣＥ（テ

ラス）」に決まりました。 

 投票総数は６，４１５ 

票で２位はぱるく、３位 

はミッテ、４位はＫＡＧ 

ＡＮ（かがん）、５位は 

Ｗａｌｔｚ（ワルツ）で 

した。 

 福島第一原子力発電所事故から６年が過ぎた６日、「力合わせる２００

万群馬さよなら原発アクション」が高崎市

城址公園でおこなわれました。 

               集会では、原発事故で被ばくした牛を保

護する吉沢正巳さんなどが、原発をなく

せ！生業とふるさとを返せと訴えました。                    

               集会後は市内をデモ行進し、「原発はい

らない」「福島を返せ」と訴えました。 

 大東議員は一般質問で、地域の高齢化やコミュニティーの希薄化などで

地域の行事等の開催も困難になるなかで、地域の人材育成を市と地域が協

働してすすめ、地域づくりの取り組みをすすめるよう求めました。 

 市長は「少子高齢化や価値観の多様化などにより、区長さんや地区の役

員さんなどが様々な問題を抱え、苦労されている」と、地域が抱える問題

についての認識を示し、「意見を聞きながら問題解決にむけ、市としてで

きる限りの支援をしたい」と答えました。 

 地域の担い手づくりについて市長は「地域の人が様々な行事への参加を

促し、地域のニーズを把握していきたい」と答え、市民と市の共同につい

ては「ハード面の支援だけでなく、人的支援といったソフト面の支援を検

討したい」と市長は答えました。 

 

 


